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難治 ア トピー 性皮膚炎の 漢方併用療法
一 補中益気湯 と他方剤 の相 乗効果 とサ イ トカ イ ン の 変動一
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【目的】私達は，難治 ア ト ピー性皮膚炎に対 し補中益気湯を ベ ー
ス と し た 漢方併用療法を

用 い 治療効果を 高め て きた
U
。昨年 の 本会に お い て は ，従来 の 治療 に よ る観察期間の 後，

補中益気湯 の み を加え効果が 見られ た 10例に つ い て臨床検査値の 推移を検討 し，妊酸球数，

血中イ ン ター
フ ェ ロ ン γ （iFN一 γ ）値が治療後 い ずれ も有意 に低下す る こ とを報告 した
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補中益気湯 は 内因 改善 の 円的で 用 い 重症 例 で は しば し ば 他方剤と併 用す る こ とが 多 い た ぬ

今回は併用例 の 各 々 に つ い て 臨床症状 の 推移と血 巾 の サ イ ト カ イ ン の 変動 を検討を加え た 。

【対象】症例 1 ：27歳 ， 男性 。 小児期よ り の ア ト ピー性皮膚炎。皮膚科専門医に よる種 々

の治療 に て も軽快せ ず来院 した 。 初診時，全身に 紅斑落屑を認 め ，前額部 は び らん と滲出

液が著明で あ っ た 。 前医の 弱 ス テ ロ イ ド外用は変 更せ ず，抗 ア レ ル ギ ー剤内服 の み で の 観

察期間 の 後，補中益気湯，柴胡加竜骨牡蛎湯 ， 白虎 加人参湯を加 えた と こ ろ， 2 週間後頃

よ り徐々 に軽快 して きた 。 症例 2 ：27歳，女性 。 20年来 の ア ト ピー
性皮膚炎 。 初診 の 2 年

前よ り顔面浮腫 を伴 う皮疹の増悪を きたす よ う に な っ た 。 初診時，全身 に紅斑 と落屑が 認

め られ
， 頚部 は湿潤性局面を伴 っ て い た 。五苓散，黄連解毒湯，補中益気湯な どの 方剤 を

症状に 応 じ選 択併用 し約半年 の 間に かな り軽快。 2症例の 治療中の 臨床症状 の 推移 と血 中

サ イ ト カ イ ン の 変 動を 検討 し た 。

【結果】症例 1 の 増悪時の 血中 IFN 一
γ は 0．41U ／ml ，　 IL−4値 2．3pg／ml ，　 IL−5値5pg／ml と

増加 して い た 。 漢方併用 2週間後，症状 の 改善 とと もに IFN 一
γ値 は 0．1以 下とな り，　 IL−4，

IL−5値 も各々 2pg／ml 以 下 へ と低 ドした 。 症例 2 の 治療開始 1 ヵ 月後 ， 中 等症 の 皮膚症状

の 残存時に はIFN一γ は0．21U／ml ，　IL−4値 5．1　pg／ml ，　IL−10値 3pg ／ml と増加 して い た が ，

約半年後に は ， 症 状 は軽快 し，工FN 一
γ は O．1以下 ，　 IL−4，　 IL−5値 と も2．0以下 へ と低下 が認

め ら れた 。

【考察お よ び結論】 2症例 と もに従来の 治療 に対 し難治で 長期に わ た り皮疹が存続 し ， 血

中IFN 一
γ ，IL−4，　IL−10の 高値が 認 め ら れ て い た が， い ずれ の 値 も症状 の 改善 と と も に低

下 し た 。 preliminary な結果 で は あ る が ，こ れ ら の 症 例に お い て は補中益気湯 と他方剤 の

併用が免疫系 の 調整 に も有用 で あ っ た と考え られ た 。

（1）西 日本皮膚 51：1003−1013，1989

（2） Joura！ of　Traditional　Medicines　15：310−311，1998

一52一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


